
ふじさわ市議会だよりNo.233 平成31年（2019年）４月25日

お
お
む
ね
の
駅
位
置
へ
の
設
置

が
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、

概
算
事
業
費
も
算
出
さ
れ
、
お

お
む
ね
６
０
０
億
円
程
度
と
な

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、

引
き
続
き
鉄
道
が
延
伸
し
た
場

合
の
利
用
者
数
の
推
計
を
進
め

て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

概
算
事
業
費
や
鉄
道
利
用
者
数

な
ど
を
も
と
に
、
収
支
、
採
算

性
の
確
保
と
い
っ
た
課
題
に
つ

い
て
、
こ
の
路
線
に
適
用
で
き

る
事
業
ス
キ
ー
ム
を
整
理
し
な

が
ら
、
関
係
者
と
連
携
を
図
り
、

い
ず
み
野
線
延
伸
の
実
現
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
Ａ
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
な
る

交
通
施
設
の
需
要
や
そ
の
対
応

方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。Ｂ
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
向
け
、

関
係
機
関
等
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。

健
康
で
元
気
で
生
き
生
き
と
働

く
こ
と
で
、
児
童
生
徒
と
し
っ

か
り
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
や

健
や
か
な
成
長
に
結
び
つ
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
教

職
員
、
学
校
、
教
育
委
員
会
の

三
者
が
一
体
と
な
っ
て
働
き
方

改
革
の
必
要
性
や
目
的
に
つ
い

て
共
通
認
識
を
持
ち
、
改
革
を

推
進
し
て
い
く
。

具
体
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

人
的
支
援
や
人
材
活
用
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
効
率
化
、

担
う
べ
き
業
務
の
適
正
化
、
働

き
方
改
革
に
向
け
た
意
識
の
醸

成
の
４
つ
の
柱
を
考
え
て
い
る
。

中
学
校
に
お
い
て
は
部
活
動
指

導
が
長
時
間
勤
務
の
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
現
在
策
定
し
て
い

る
「
藤
沢
市
の
部
活
動
の
在
り

方
に
関
す
る
方
針
」
の
中
で
部

活
動
指
導
員
制
度
の
導
入
を
検

討
し
、
教
員
の
長
時
間
勤
務
の

縮
減
等
を
図
り
、
教
職
員
の
働

る
中
学
生
に
は
、
医
療
機
関
等

で
保
険
診
療
分
に
係
る
医
療
費

を
負
担
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

新
た
に
医
療
証
を
交
付
し
、
利

便
性
を
高
め
て
い
く
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革

４
つ
の
柱
で
推
進
す
る

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

質
問

低
賃
金
、
長
時
間
労
働

の
是
正
な
ど
の
働
き
方
改
革
は

待
っ
た
な
し
の
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
持
続
可
能
な
学
校
教

育
の
た
め
に
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

教
員
不
足
の
解
消
と
労

働
環
境
の
改
善
の
た
め
、
教
職

員
の
働
き
方
改
革
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
現
在
、

藤
沢
市
立
学
校
教
職
員
の
働
き

方
改
革
基
本
方
針
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
方
針

に
よ
っ
て
教
職
員
の
長
時
間
労

働
が
是
正
さ
れ
、
心
身
と
も
に

道
が
あ
る
が
、
本
市
の
導
入
は

な
ぜ
こ
こ
ま
で
お
く
れ
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

部
活
動
指
導
員
の
導
入

に
当
た
り
、
国
は
各
自
治
体
に

対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
化
庁

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た

方
針
の
策
定
を
求
め
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
方
針

は
本
市
の
実
態
に
合
い
、
実
効

性
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
30
年

度
に
校
長
会
、
教
頭
会
、
市
中

体
連
、
教
職
員
の
代
表
な
ど
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
部
活
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
文
化
庁

及
び
神
奈
川
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
、
現
場
の
状
況
を

十
分
聞
き
取
り
な
が
ら
、
教
員

や
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
部

活
動
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
き
た
。

的
に
は
、
競
技
大
会
の
選
手
村

等
大
会
関
係
施
設
に
食
材
を
提

供
す
る
た
め
の
、
食
材
調
達
基

準
を
満
た
す
国
際
水
準
等
の
認

証
取
得
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
。

ま
た
、
生
産
者
、
流
通
業
者
、

利
用
推
進
店
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
農
畜
水
産
業
を
一
体
と
し

た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
片
瀬
漁
港

に
お
い
て
開
催
し
、
藤
沢
産
の

知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
学
校
部
活
動
指
導
員

導
入
目
指
し
課
題
整
理

（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

質
問

平
成
31
年
度
、
国
は
部

活
動
指
導
員
の
配
置
補
助
金
の

予
算
を
２
倍
に
拡
充
し
、
全
国

の
公
立
中
学
校
の
約
３
割
に
当

た
る
３
千
校
に
部
活
動
指
導
員

が
導
入
と
な
る
見
通
し
と
の
報

き
た
い
。

答
弁

本
市
の
地
産
地
消
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
21

年
９
月
に
藤
沢
市
地
産
地
消
推

進
条
例
が
制
定
さ
れ
、
22
年
６

月
に
は
藤
沢
市
地
産
地
消
推
進

計
画
を
策
定
し
た
ほ
か
、
31
年

度
か
ら
は
第
４
期
の
推
進
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
ま
で

条
例
の
目
的
に
か
な
う
よ
う
、

藤
沢
産
利
用
推
進
店
の
認
定
を

初
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
き
た
。
第
４
期
推

進
計
画
に
お
い
て
は
、
第
３
期

推
進
計
画
に
引
き
続
き
、
重
点

的
に
取
り
組
む
施
策
と
長
期
的

に
取
り
組
む
施
策
に
大
別
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で

の
藤
沢
産
農
水
産
物
の
供
給
及

び
活
用
を
掲
げ
て
お
り
、
具
体

展
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。

市
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
と
し
て
住
民
生
活
に
寄
与
し

て
い
る
商
店
街
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
の
普
及
や
消
費
税

率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
な
ど
、

今
後
の
社
会
環
境
の
急
激
な
変

化
に
も
対
応
し
、
に
ぎ
わ
い
を

維
持
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

経
済
団
体
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

地
産
地
消
の
推
進

国
際
水
準
認
証
取
得
へ

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

藤
沢
市
地
産
地
消
推
進

条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
間
も

な
く
10
年
が
経
過
す
る
。
条
例

の
目
的
に
か
な
っ
た
効
果
の
あ

る
取
り
組
み
、
ま
た
、
さ
ら
な

る
推
進
の
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
聞

に
基
づ
い
た
今
後
10
年
先
を
見

据
え
た
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁

近
年
、
各
商
店
で
は
、

高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
も
不

足
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
に
も
人
的
な

余
力
の
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
後
継
者
不
足
は
国
内
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
国
の
平
成
31

年
度
税
制
改
正
法
案
に
お
い
て
、

個
人
事
業
者
の
事
業
承
継
を
促

進
す
る
た
め
、
新
た
に
相
続
税
、

贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
30
年
７
月
に
、
か

な
が
わ
信
用
金
庫
と
事
業
承
継

対
策
や
後
継
者
支
援
の
推
進
な

ど
、
市
内
中
小
企
業
の
支
援
を

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
た
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
今
後
は
、

市
内
金
融
機
関
や
経
済
団
体
と

も
連
携
し
、
円
滑
な
世
代
交
代

を
通
じ
た
事
業
の
持
続
的
な
発

ら
適
切
に
周
知
す
る
こ
と
が
課

題
と
考
え
て
い
る
。

商
店
街
の
活
性
化

経
済
団
体
と
連
携

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

商
店
の
数
は
減
少
す
る

現
状
で
あ
り
、
地
域
ご
と
の
特

性
や
人
口
構
成
等
の
強
み
を
生

か
す
な
ど
再
活
性
化
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
商
店
街
活

性
化
に
つ
い
て
、
中
長
期
視
点

寄
附
者
の
氏
名
ま
た
は
社
名
を

記
載
し
た
プ
レ
ー
ト
の
設
置
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
目
標
金
額
は
１
５
０
万
円
、

実
施
時
期
は
約
２
カ
月
間
を
予

定
し
て
お
り
、
目
標
金
額
に
達

し
な
い
場
合
も
事
業
は
行
う
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。
リ
ス
ク

や
課
題
と
し
て
は
、
公
共
の
観

光
案
内
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
マ
ッ
プ
や
方
向
案
内

板
へ
の
寄
附
は
、
対
象
を
限
定

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
表

示
内
容
が
屋
外
広
告
物
条
例
に

抵
触
し
な
い
よ
う
調
整
が
必
要

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、

東
京
２
０
２
０
大
会
の
期
間
中

に
は
表
示
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
募
集
段
階
か

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

質
問

東
京
２
０
２
０
大
会
を

契
機
に
、
今
後
増
加
が
予
想
さ

れ
る
観
光
客
な
ど
の
受
け
入
れ

体
制
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
多
言
語
に
対
応
し
た
観
光

案
内
サ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

目
標
金
額
と
整
備
の
概
要
、
認

識
さ
れ
る
リ
ス
ク
と
課
題
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
観
光
案
内

整
備
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
新
た
な
財
源
確
保
と
し

て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
、
案
内
板
の
設
置
費

用
に
充
て
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。
寄
附
金
へ
の
返
礼
は
寄

附
金
額
に
応
じ
て
異
な
る
が
、

現
在
の
部
活
動
指
導
者
と
部
活

動
顧
問
の
す
み
分
け
等
、
課
題

整
理
を
行
っ
て
お
り
、
32
年
度

か
ら
の
導
入
を
目
指
し
、
準
備

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
部
活

動
指
導
員
と
教
員
と
が
役
割
分

担
を
行
う
こ
と
で
、
教
員
の
負

担
軽
減
や
部
活
動
の
質
的
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
30

年
度
末
を
目
途
に
策
定
を
進
め

て
い
る
「
藤
沢
市
の
部
活
動
の

在
り
方
に
関
す
る
方
針
」
と
と

も
に
、
藤
沢
市
立
学
校
教
職
員

の
働
き
方
改
革
基
本
方
針
の
中

で
教
員
の
労
働
環
境
の
改
善
を

図
っ
て
い
く
。

き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

い
ず
み
野
線
延
伸

関
係
者
と
連
携
を
図
る

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

相
鉄
い
ず
み
野
線
の
延

伸
は
、平
成
29
年
６
月
議
会
で
、

お
お
む
ね
Ａ
駅
、
Ｂ
駅
の
位
置

が
合
意
さ
れ
た
報
告
が
な
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
や

現
在
の
検
討
状
況
、ま
た
Ａ
駅
、

Ｂ
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

い
ず
み
野
線
延
伸
に
つ

い
て
は
、
い
ず
み
野
線
延
伸
連

絡
協
議
会
に
お
い
て
検
討
を
進

め
て
き
て
い
る
。
現
在
は
、
平

塚
市
が
新
た
に
構
成
員
と
し
て

加
わ
る
な
ど
、
検
討
体
制
を
強

化
し
、
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
神
奈
川
県
に
よ

る
鉄
道
の
技
術
基
準
に
基
づ
い

た
鉄
道
の
線
形
や
施
設
の
概
略

構
造
の
検
討
が
行
わ
れ
た
結
果
、

合
意
し
て
い
る
Ａ
駅
、
Ｂ
駅
の

代

質
表

問
な
主

質
問と

弁
答

○
精
神
障
が
い
者
に
も
他
障

が
い
同
等
の
交
通
運
賃
割
引

の
適
用
を
求
め
る
意
見
書

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
入
場

料
や
交
通
機
関
の
運
賃
な
ど

に
は
、
障
が
い
者
割
引
の
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
場
合
、
介
助
者
が
同
行
す

れ
ば
外
出
や
移
動
が
可
能
に

な
る
た
め
、
介
助
者
に
も
ほ

ぼ
割
引
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
身
体
障
が
い
者

と
知
的
障
が
い
者
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
交
通
事
業

者
が
障
が
い
者
割
引
の
制
度

を
設
け
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｒ
を

初
め
多
く
の
鉄
道
、
バ
ス
事

業
者
に
は
、
い
ま
だ
に
精
神

障
が
い
者
割
引
を
適
用
す
る

動
き
が
見
ら
れ
な
い
。
精
神

障
が
い
は
通
院
、
服
薬
す
れ

ば
社
会
参
加
が
可
能
な
疾
病

で
あ
り
、
介
助
者
が
同
行
す

れ
ば
安
定
し
て
通
院
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
、
政
府
及
び
神
奈

川
県
に
対
し
、
障
が
い
者
の

社
会
参
加
を
広
げ
、
と
も
に

生
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
精
神
障
が
い
者
の
交
通

運
賃
割
引
の
拡
大
に
取
り
組

む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

○
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

改
定
を
求
め
る
意
見
書

全
国
知
事
会
は
、
故
翁
長

雄
志
前
沖
縄
県
知
事
の
「
基

地
問
題
は
一
都
道
府
県
の
問

題
で
は
な
い
」
と
の
訴
え
を

受
け
、
平
成
30
年
７
月
27
日

に
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
求
め
る
提
言
を

行
っ
た
。

日
米
地
位
協
定
は
、
昭
和

35
年
の
締
結
以
来
一
度
も
改

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
日

で
は
当
時
の
時
代
背
景
と
は

状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
。神

奈
川
県
内
の
米
軍
基
地

は
12
カ
所
あ
り
、
日
本
の
航

空
法
が
適
用
さ
れ
な
い
米
軍

機
が
住
宅
、
学
校
、
病
院
の

上
を
昼
夜
低
空
飛
行
し
て
い

る
。
日
米
地
位
協
定
は
条
約

で
は
な
い
が
、日
本
の
法
律
、

憲
法
を
超
越
し
て
お
り
、
ま

た
協
定
の
詳
細
を
決
め
る
日

米
合
同
委
員
会
に
、
日
本
の

国
会
は
関
与
で
き
な
い
。 

神
奈
川
県
民
、
藤
沢
市
民

の
生
活
と
生
命
の
安
全
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
危
険
性
を
負
わ
さ
れ
て

い
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

全
国
知
事
会
の
提
言
に
基
づ

き
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
な
改
定
を
行
う
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

意

見

書

２
件
を
政
府
等
へ
提
出

費
に
係
る
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
た
め
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
通
院
に
係
る
医
療
費
助
成
を

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
て

い
く
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
す
る
と
い
う
点

で
は
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

対
し
医
療
費
助
成
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
継
続
的

か
つ
安
定
的
な
制
度
運
営
を
図

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
中
学
生

に
つ
い
て
は
現
行
の
児
童
手
当

に
準
じ
た
所
得
制
限
を
設
け
る

こ
と
と
し
て
い
る
。あ
わ
せ
て
、

中
学
生
の
入
院
に
係
る
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
も
、
通
院
に
係

る
医
療
費
と
同
様
、
旧
児
童
手

当
の
特
例
給
付
の
基
準
か
ら
現

行
の
児
童
手
当
に
準
じ
た
所
得

制
限
へ
と
変
更
し
、
緩
和
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
、
対
象
と
な

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問

子
育
て
は
社
会
全
体
で

支
え
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
の
年
齢
拡
大

に
当
た
っ
て
は
、
所
得
制
限
を

つ
け
る
こ
と
は
や
め
て
、
段
階

的
に
高
校
卒
業
ま
で
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁

小
児
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
医
療

多
言
語
観
光
案
内
サ
イ
ン

財
源
を
確
保
し
て
整
備
を
進
め
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施保護者の経済的負担を軽減する

通院助成を中３まで拡大
小児医療費助成制度

クラウドファンディング実施による観光案内サインのイメージ

⑹


